








研究目的 

Hypophosphatasia は血清と組織のアルカリフォスファターゼ(Al-p)の活性低下を伴い,発

病が早い程臨床症状も重篤で,胎内で発症した場合は死産が多く,骨形成不全も著しい｡現

在まで,本症の病因は不明であり,本症の病態とAl一 p とに関しての研究も多くはない｡ま

た本症で致死的経過をとる型は,出生前診断の適応と云われる｡しかし,本症での羊水及び

培養線維芽細胞の Al一 p 活性が必ずしも病型と平行しないと云われ,出生前診断の確定し

た基準はない 1)｡この為,羊水および組織の AlーP を詳細に比較検討する必要がある｡われ

われは,正常の満期胎盤および肝から Al 一 p を精製し,各々に対する抗体を作成したので,

妊娠38週で死産した胎児例の肝と,出生前に得られた羊水のAl一pを免疫化学的に研究し

た｡ 


